
・今以上に普通科の活躍が外部にアピールできるとおいいかと思います。
・今後も教育方針に沿ってご指導をお願いします。
・今まで同様に生徒の個性を伸ばす学校であってほしいです。ぜひ長野大学への進学を促してください。
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【コメント欄】　※小諸高校はどのような学校になって欲しいか。ご記入ください。　欄が不足の場合は裏面にご記入ください。

1 生徒指導の充実

○いじめ暴力を許さない人権感覚の育成
○相談室体制の充実
○きずなネットの活用

○交通安全教育の強化
〇交通安全該当指導の実施
○交通安全全校集会の実施

○係と学年・担任の連絡を密にして共通認識
の下に指導等にあたる
○SNS使用法の注意喚起を随時行う
○アルバイトに関する生徒・保護者・職員の共
通理解を図る
○小諸高校生としてふさわしい身だしなみの確
立生徒会との連携も図り、小諸新校へと繋げて
いく
○小諸新校の校則・校風を模索していく

2 学習活動の充実

3 特別活動の充実

4 開かれた学校づくり

・今後ますますICTは進むと思いますが、教職員の皆様のスキルアップに努めていただきますようお願いします。

・コロナあけでイベント等の開催に苦労されている様子がうかがえます。

・音楽の町小諸の推進のために音楽科、吹奏楽部の皆様のご協力に感謝しています。引き続きよろしくお願いし
ます。

・生徒指導の状況から生徒間のコミュニケーションもうまくとられていると思います。

・PTA活動、特に環境整備事業に取り組まれているのは大いに評価できます。

・音楽部、吹奏楽部の活躍はもとより、その他の運動系、文科系両方で活躍の様子の記事が載ることは素晴らし
いと思います。・充実した活動により生徒の達成感ある活動が行

われたか。
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○市内各校・地域諸団体と連携を推進
○外部向け公開授業の実施

・いじめ等について「大きな事は無かった」とあるが引き続き実態の把握に努めてほしい。

長期的目標

今年度の重点目標

・適切な指導・支援が行われたか。
・情報提供がスムーズに行われたか。
・キャリア教育としての体験機会に多くの生徒が取
組めたか。

・校内や外部を含めた「授業公開や研究授業」が有
機的に展開され、生徒の学力向上につなげる事が
できたか。

・活発な活動が展開されたか。

・自転車通学者に対してヘルメットの着用を一層促してほしい。

・身だしなみについては生徒主導でルールを決めることが望ましいと思います。新校に向けての新規則作りの取
り組みは評価したい。

・保護者からのアンケート結果は概ね良好であり、学校の取り組みが評価されているものと思います。

・進学のニーズの高まりを踏まえ、希望に沿っている学校の努力を感じます。

教育方針

小諸高等学校

実施内容 ご意見・ご感想・要望等重点目標

１　生活指導の充実　２　学習活動の充実　３　特別活動の充実　４　開かれた学校づくり

※様々な場面において、いじめ・体罰のない、安心・安全な学校作りをさらに推進していく。

【評価の基準】　　Ａ：十分　　　Ｂ：おおむね十分　　　Ｃ：やや不十分　　　Ｄ：不十分　　　Ｅ：わからない

具体的目標 評議
員Ａ

評議
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安心して学べる学校づく
り

交通ルール・マナーの向
上

集団規律の確立・維持

学力の定着

民主的な社会の進展に貢献できる健全な人間の育成を目指す。

○家庭学習の習慣化のために学習時間の調
査や週末課題など実施
○外部模試の事前事後指導や、各種検定の
活用
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小諸高校からの情報発
信

○ホームページの充実
○学年・学級通信の充実
〇進路通信・「小諸高校ニュース」の充実
○きずなネットの活用

進路指導の充実

学習指導の研究と実践

生徒会活動の充実

クラブ活動の充実

ＨＲ活動の充実

○小諸ふれあい講座、職場体験などへの積極
的参加の促進
○基礎学力の一層の充実
○現在の入試状況、社会情勢に関して、生徒・
保護者に最新の情報をHPなどを利用して提供

○ICTを活用した授業研修など校内研修会の
実施
○研究授業の実施
○校内公開授業週間を設定し授業見学による
授業形態の研究

○生徒会活動を通じた人間形成、集団づくり
○生徒が主体的に活動できる場所の設定
〇コロナ禍の中で、これまでの活動の見直しと
発展的継承

○クラブ活動を通じた人間形成、集団づくり
○目標達成に向けての努力過程の重視

○ＨＲ活動を通じた人間形成、集団づくり
○ＬＨＲ活動での自主的・探究心を生かす活動
〇生徒が主体となった学年行事の企画運営

・集団内でのコミュニケーション能力や集団意識に
つながるようなＨＲ活動が展開されたか。

・充実したＰＴＡ活動の展開に向けて、様々な工夫
ある取組みが行われたか。

・校内外に向けての情報がタイミングよく発信され
たか。

○ＰＴＡ活動の充実
○学校評議員会の充実
○生徒・保護者アンケートの実施

・有機的な連携体制が構築されたか。
・公開授業が計画どおり行われたか。

令和５年度　学校評議員による学校評価

・ホームページを拝見し、部活動の内容が細かく記載されており素晴らしいと思います。

教育方針の実現のため、生徒に「つけるべき力」は次の通りとする。
　１　自分から目的を設定し、積極的に行動していく「主体性」
　２　社会の一員としての自覚と他者の立場を尊重しよりよい人間関係を形成する「社会力」

評価の観点

・いじめ暴力を許さない土壌作りができたか。
・相談体制が有機的に機能したか
・家庭連絡にきずなネットを活用できたか

・適切な指導が行われたか。

・外部からの評価も含め、基本的な生活習慣が身
についたか。
・マナーの向上が見られたか。
・指導が徹底されたか。

・家庭学習の習慣につながる指導が行われたか。
・習慣につながる啓発がなされたか。
・外部模試が活用できたか。

開かれた学校づくり

外部との連携
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